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ヘンリー・ ヴォーンの詩ＴｈｅＷｏｒ１ｄに

おける永遠と時問

西　村　　　尚

　わが国には馴染みの薄い神秘主義は，ヨーロッパに於て，すでに長い歴史を持っている。遠く

ギリシャのプラトンやプロティノス以来，神秘主義はキリスト教と結びつきヨーロッパに広まっ

たとされる。これについては，すでに数多くの研究書が，出ているのでここでは触れないでおく 。

英文学においては，十四世紀に神秘主義文学が黄金時代を迎えていたが，十五世紀頃には衰微し
　　　１）

ていた 。

　次に神秘主義文学がイギリスに花咲いたのは，十七世紀であ った。この時代は，すぐれて宗教

的な時代であり ，瞑想詩や ，Ｊｏｈｎ　Ｄｏｎｎｅの説教集や，Ｔｈｏｍａｓ　Ｂｒｏｗｎｅ やＪｅｒｅｍｙ　Ｔａｙ１ｏｒ の散

文などの宗教色の濃い著作が豊富に散見される。詩の分野で神秘的思想系統に属するのは，その

頃栄えたＭｅｔａｐｈｙｓ１ｃａ１Ｐｏｅｔｓ である 。Ｊｏｈｎ　Ｄｏｍｅ（１５７２）が，最も有名であるが，その他に
Ｇｅｏｒｇｅ　Ｈｅｒｂｅｒｔ（１５９３－１６３３），Ｒ１ｃｈａｒｄ　Ｃｒａｓｈａｗ（１６１３？一１６４９），Ｈｅｎｒｙ　Ｖａｕｇｈａｎ（１６２２－１６９５） ，

Ｔｈｏｍａｓ　Ｔｒａｈｅｍ（１６３７－１６７４）である。ここでＭｅｔａｐｈｙｓｌｃａ１と言うのは，抽象的な形而上学を

指すのではなく ，理屈ぽいとか，抽象的すぎるとか，多少非難の意味を込めて用いられたことは ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
最初にこの名前をつけたＳａｍｕｅ１Ｊｏｈｎｓｏｎ 以来，有名である 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　さて彼等の中で最も神秘主義的な要素をもっ た詩人は，Ｖａｕｇｈａｎ であるといわれる。彼は ，

所謂自然神秘主義詩人の一人であり ，その神秘主義的自然観は十九世紀のＷｏｒｄｓｗｏｒｔｈや

Ｓｗｅｄｅｎｂｏｒｇの影響を受けたＢ１ａｋｅにまでつながる 。Ｖａｕｇｈａｎ やＷｏｒｄｓｗｏｒｔｈの詩は，批評家

により ，しばしばその類似性が指摘され比較されてきたが，前者が，自然観はキリスト教がべ 一

スにあるのに対し，後者は，汎神論に基づいている点で相違している 。

　ともかく ，十七世紀イギリスの作家達，とりわけ，Ｖａｕｇｈａｎ にしろ，Ｂｒｏｗｎｅ にしろ自然は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
神の作品であり ，静寂と無垢の世界である。Ｖａｕｇｈａｎ は， 自然の中に「永遠の影」を見いだす 。

彼等は，さらに永遠の向こうに死を見ていた。死に取り付かれていたＤｏｍｅ をして「死よ ，著

るなかれ」とＨｏ１ｙＳｏｎｎｅｔｓの中で言わしめた 。

　このように中世から十七世紀まで，さらに十九世紀のＷｏｒｄｓｗｏｒｔｈやＢ１ａｋｅ， 二十世紀の初頭

まで生きたＦｒａｎｃ１ｓ Ｔｈｏｍｐｓｏｎ に至るまで神秘主義の炎は燃えつづけた。この系譜の中で
Ｖａｕｇｈａｎの有名な神秘的な詩Ｔｈｅ　Ｗｏｒ１ｄを論ずるのを目的とするものである 。

ＴｈｅＷｏｒ１ｄ（世界）の冒頭部は，ウォーンの神秘主義を示す詩行としてよく知られている 。

　　Ｉ　ｓａｗ　Ｅｔｅｍ１ｔｙ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｍｇｈｔ

　　（私は，先日の夜　永遠を見た 。）

　この一句は，読み手に強いインパクトを与える詩行であるが，Ｄｏｕｇ１ａｓ Ｂｕｓｈは，まるでＩ

ｓａｗ　Ｊｏｈｎ　Ｂｒｏｗｎ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｄａｙというように，会話的表現というほかないと述べている。彼は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６４）
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これを ｃａｓｕａ１ｓｕｂ１ｍ１ｔｙ（さりけない崇高さ）と表現し，さりげなさと崇高さという一見矛盾した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
ものが一体となっ ているところにこの句の絶妙さがある 。

それでは，永遠とはどのようなものだったのであろうか。それは「大きな光の輸」のようであ

り， その下に時間がめぐり ，その「時間」の中に世界が投げ込まれて，い っしょに回転している 。

　　Ｉ　ｓａｗ　Ｅｔｅｒｍｔｙ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｍｇｈｔ

　Ｌ
１ｋｅ　ａ　ｇｒｅａｔ　Ｒｍｇ　ｏｆ　ｐｕｒｅ　ａｎｄ　ｅｎｄ１ｅｓｓ１１ｇｈｔ

，

　　　　Ａ１１ｃａ１ｍ　ａｓ１ｔ　ｗａｓ　ｂｒ１ｇｈｔ
，

　Ａ
ｎｄ－ｒｏｍｄ　ｂｅｎｅａｔｈ　ｌｔ，Ｔ１ｍｅ　ｍ　ｈｏｕｒｓ，ｄ．ａｙｓ，ｙｅａｒｓ

　　　　Ｄｒｉｖ
’ｎ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｓｐｈ

ｅｒｅｓ

　Ｌ
１ｋ
ｅ　ａ　ｖａｓｔ　ｓｈａｄｏｗ　ｍｏｖ ’ｄ，Ｉｎ　ｗｈ１ｃｈ　ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　６）
　　　　Ａｎｄ　ａ１１ｈｅｒ　ｔｒａｉｎ　ｗｅｒｅ　ｈｕｒ１ ’ｄ；

　Ｒｉｎｇ「輪」は，永遠を象徴しており ，それぞれ年，月 ，日という時間に分けられるというプ
　　　　　　　　　　　　７）
ラトニズムがその背景にある。ヴォーンの場合，Ｔｈｅ　Ｎｉｇｈｔに見られるように，新プラトン主義

の影響を受けているのが多いけれども ，ここではプラトニズムがそのべ一スにあると考えられる 。

　この詩行としはしは引き合いに出されるのは，ロマン派の詩人Ｗ１ｌ１１ａｍＢ１ａｋｅの「鉦心の前触

れ」（Ａｕｇｕ．１ｅ．ｏｆＩｍｏｃｅｎｃｅ）の作品の目頭の有名な四行であろう 。

　　Ｔｏ　ｓｅｅ　ａ　Ｗｏｒ１ｄ　ｍ　ａ　ｇｒａｍ　ｏｆ　ｓａｎｄ

　　Ａｎｄ　ａ　Ｈｅａｖｅｎ　ｉｎ　ａ　ｗｉｌｄ　ｎｏｗｅｒ ，

　　Ｈｏ１ｄ　Ｉｎ丘ｍｔｙ　ｍ　ｔｈｅ　ｐａ１ｍ　ｏｆ　ｙｏｕｒ　ｈａｎｄ ，
　　　　　　　　　　　　８）
　　Ａｎｄ　Ｅｔｅｍ１ｔｙ　ｍ　ａｎ　ｈｏｕｒ

　この一粒の中に永遠を見るフレイクの神秘王義は，ウォーンの上記の詩と同じ思想に基づくも

のといわねばならない。とりわけ，ブレイクの詩は，東洋人の心に強く訴えかけるものがあり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
これが仏教思想と酷似していることは研究者によっ てすでに指摘されている。ブレイクのような

神秘家のいう永遠とは，毎限の時間ではなく ，永遠の一瞬（Ｅｔ．ｍ．１Ｎｏｗ）であるといえよう 。

　ところで，Ｔｈ ｅ　Ｗｏｒ１ｄは，現世的とは言えないヴォーンにしては珍しく世俗的な事柄を取り

扱っ ている詩である。この詩のテーマは，時間および世界の関係にある。すなわち，永遠の世界

は， 静言盆，安定，美と永久不変の世界であるが，反対に，時問の世界は，暗く ，実体のない，時

間に縛られた世界であ って，それぞれ対照的な概念である 。

　この詩は，神秘の世界から陰欝な現世の描写に移るのであるが，対照の効果を生んでいる。斎

藤勇博士は，「この幽玄また壮大，そして ‘ｍｅｔａｐｈｙｓ１ｃａ１’である目頭に比べれは，月並みにくと

きたてる恋人は何というａｎｔ１Ｃ１ｍａＸ であろう」と評され，詩の釣り合いがとれていないことを
　　　　　　１０）
指摘されている 。

　これに対し，Ａ 　Ｊ 　Ｓｍ１ｔｈ氏は，ｒしかし，詩の冒頭のはっと思わせるようなさりげなさや，想

像力の抑え切れない前進，これらは，二つの部分から成る ＣｏｎＣｅ１ｔの絶対的対照が並置されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
る点から我々の眼をそらしている」と述べ，目頭の大胆奇抜な ＣｏｎＣｅｌｔが読み手につよい印象を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６５）



　６４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

与え，この詩のポイントであると弁護している。また竹友藻風博士が，ｒ『黙示録』の一節にも比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
較せらるべきものである。」と感嘆されている 。

　さらにＳｍ１ｔｈ氏は，同論文の中で，このＴｈｅ　Ｗｏｒ１ｄとタンテのｒ神曲」天国二十七編との類
　　　　　　　１３）
似を指摘している 。

　十七世紀英国の詩人，文人達にとっ て， 時問と永遠の問題は大きな関心事であ ったであろうが，

ウォーンほど ｅｔｅｍｌｔｙ－ＣＯｎＳＣ１ＯｕＳ な詩人はいなかったのではなかろうか 。

　第ニスタンザ以降になると ，現世の陰欝な個別描写がのべられている。「愛に溺れた恋人」で

あり ，「陰欝な政治家」であり ，「恐れまどう守銭奴」であり ，また「底抜けの食道楽」である 。

Ｒｕｄｒｕｍは，この政治家は，あたかも眼が見えず，獲物を捕らえ，自分の歩いた道を発見されな

いように，地下でうごめくｍＯ１ｅのように，政敵を次々に倒してゆくマキャヴェリ的な人物であ
　　　　　　１４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
るとしているが，当時の状況から考えてクロムウェ ルと思われる 。

　守銭奴の部分では，聖書のマタイ伝６章２０節に拠っていることは明白である 。

　　Ｙｅｔ　ｓｏｍｅ　ｗｈｏ　ａ１１ｔｈ１ｓ　ｗｈ
１１ｅ　ｄ１ｄ　ｗｅｅｐ　ａｎｄ

－ｓｍｇ，

　　　　Ｂｕｔ　ｍｏｓｔ　ｗｏｕ１ｄ　ｕｓｅ　ｎｏ　ｗｉｎｇ

　　Ｏｆｏｏ１ｓ（ｓａ１ｄＩ，）ｔｈｕｓｔｏｐｒｅｆｅｒ ｄａｒｋｍｇｈｔ

　　Ｔｏ１１ｖｅ　ｍ　ｇｒｏｔｓ，ａｎｄ　ｃａｖｅｓ，ａｎｄ　ｈａｔｅ　ｔｈｅ　ｄａｙ

　　　　Ｂｅｃａｕｓｅ１ｔ　ｓｈｅｗｓ　ｔｈｅ　ｗａｙ ，

　　Ｔｈｅ　ｗａｙ　ｗｈ１ｃｈ　ｆｒｏｍ　ｔｈ１ｓ　ｄｅａｄ　ａｎｄ　ｄａｒｋ　ａｂｏｄｅ

　　　　Ｌｅａｄｓ　ｕｐ　ｔｏ　Ｇｏｄ ，

　　Ａ　ｗａｙ　ｗｈｅｒｅ　ｙｏｕ　ｍ１ｇｈｔ　ｔｒｅａｄ　ｔｈｅ　Ｓｕｎ，ａｎｄ　ｂｅ

　　　　　　　　　　　　１６）
　　　　Ｍｏｒｅ　ｂｒ１ｇｈｔ　ｔｈａｎ　ｈｅ

　Ｓｍ１ｔｈは，「恋人」と「守銭奴」については，迫力ある描写や具体性を欠いており ，またクロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
ムウエルといわれる「政治家」は，邪悪な政治家をよく捉えている。確かに政治家については ，

当時の人々の政治家観を表わしていて興味深いものがある。ピューリタン革命の英雄も当時の

人々からどのように見られていたかを物語るものと言えよう 。

　輸（ｔｈ．Ｒｍｇ）の中に舞い上がりながら翼を使おうとしなかった者たちについて「真の光」よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
りも「暗い夜」を好み，洞窟の中に住み，行く道を示すがゆえに昼の日を嫌う 。

　そして，神に通じる道，つまり ，「太陽を踏み／太陽よりも明るくなるかもしれぬ道」を避け

るのが批判される 。

　詩人が，かれらの「狂愚」（ｍ．ｄｎ。。。）について語るとき，ひとつの声が次のようにささやいた 。

　　Ｔｈ１ｓ　Ｒｍｇ　ｔｈｅ　Ｂｒ１ｄｅ－ｇｒｏｏｍｅ　ｄ１ｄ　ｆｏｒ　ｎｏｎｅ　ｐｒｏｖ１ｄｅ

　　　　　　　　　　１９）
　　　　Ｂｕｔ

　ｆｏｒ　ｈｌｓ　ｂｒ１ｄｅ

　弱い存在である人問が救いを得るためには，キリストと婚約しなくてはならない。しかし，そ

の前に人は世俗と絶縁する必要がある。世俗から離れキリストと婚約することによっ て， 花婿で

あるキリストは，花嫁たる信徒に指輪を贈 った 。

　つまり ，「純粋，無限の大きな光の輪」は，キリストから信徒に贈られた指輸だ った。この輪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６６）
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は， 大部分の人間には手にいれることはできないことがほのめかされているが，世の欲ではなく

神であるキリストの意志に従うことによっ て救われることがしめされる。この点についてＰｏｓｔ

は次のようにのべている 。

　　Ｉｎｓｔｅａｄ　ｏｆ　ｂｅｉｎｇ　ａ　ｐｒｏｐｈｅｔｉｃ　ｍｅｄｉａｔｏｒ　ｏｆ　ｄｉｖｉｎｅ　ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ，ｓｅｐｅｒａｔｅ　ｆｒｏｍ　ｂｕｔ　ｗｉｔｈ　ｓｐｅｃｉａｌ

　　 ａｃｃｅｓｓ　ｔｏ　Ｇｏｄ’ｓ　ｗａｙｓ，Ｖａｕｇｈａｎ’ｓ　ｖ１ｓ１ｏｎａｒｙ　ｅｎｔｈｕｓ１ａｓｔ１ｓ 丘ｎａ１１ｙ　ａｂｓｏｒｂｅｄ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｗ１１１ｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）　　Ｇｏｄ，ｈ１ｓ　ｖ０１ｃｅ　ｏｖｅｒｒ１ｄｄｅｎ　ｂｙ　ｔｈａｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｂ１ｂ１ｅ，ｔｈｅ　ｓｕｐｒｅｍｅ　ｖｅｈ１ｃ１ｅ　ｏｆ　ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｍｇ

　すなわち，ウォーンの神秘王義は，聖書と神の意志に吸収されることになる。しかし，キリス

ト教の教義は，神秘主義への没入を妨げているのだろうか。この点については，Ｂｕｓｈ教授は ，

次のように述べている 。

　　Ｖａｕｇｈａｎ’ｓ　ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｍｇ　ｏｆ　ｈｕｍａｎ　ｒｅｓｔ１ｅｓｓｎｅｓｓ　ａｎｄ　ｗｅａｋｎｅｓｓ，ｈ１ｓ　Ｃｈｎｓｔ１ａｎ　ｆａ１ｔｈ　ａｎｄ

　　Ｃｈｎｓｔｌａｎ　ｅ丑ｏｒｔ　ｄｏ　ｎｏｔ　ｄｕ１ｌ　ｈ１ｓ　ｆｅｅ１ｍｇ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｍｙｓｔｅｒｙ　ｏｆ　ｅｘ１ｓｔｅｎｃｅ，ｂｕｔ　ｔｈｅｙ　ｄｏ　ｐｒｅｖｅｎｔ

　　ｈ１ｓ１ｏｓｍｇ　ｈ１ｍｓｅｌｆ　ｍ　ｓｏｆｔ１ｄｅａ１１ｓｍ　ｏｒ　ｎａｔｕｒａ１１ｓｍ

　　Ｈ１ｓ　ｍｏｍｅｎｔｓ　ｏｆ　ｍｔｅｎｓｅ　ｃｏｎｔｅｍｐ１ａｔｌｖｅｖ１ｓ１ｏｎ　ａｒｅ　ｎｏｔ　ｍｏｍｅｎｔｓ　ｏｆ　ａｕｔｏ－ｍｔｏｘ１ｃａｔ１ｏｎ　ｏｒ

　　 ｅｓｃａｐｅ　Ｈ１ｓ　ｓｔｅａｄｙ　ｗｈｌｔｅ　ｌ１ｇｈｔ，ｔｈｅ　ｓｈａｄｏｗ　ｏｆ　ｇｏｄ，１ｓ　ｎｏｔ　ｔｈｅ　ｄａｍｐ　ａｎｄ　Ｈ１ｃｋｅｒｍｇ　ｇ１ｅａｍ　ｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．２１）

　　 ｒｏｍａｎｔ１ｃ　ｇｒｏｐｍｇｓ　ｔｏｗａｒｄ　ａ　ｖａｇｕｅ　ｍ丘ｍｔｙ

　つまり ，キリスト教の教義は，神秘主義への没入を妨げるものではないが，ロマン派詩人のよ

うに夢幻の世界に浸って我を忘れているわけではない。また前者の希求するものが純白の光の国

たる「約束の地」（Ｔｈｅ　Ｐ．ｏｍ１。。ｄ　Ｌ．ｎｄ）を目指しての旅路であるならば，後者のそれは，漢々た

る無限の世界の模索であるとＢｕｓｈ氏は指摘している。ウォーンにとっ て， ｗｈ１ｔｅ１１ｇｈｔの彼方に

神の影を見，キリストの御姿を仰いでいたのではなかろうか 。

　船木教授が，この点について「キリスト教の教義が，神秘主義への没入を妨げていると言うべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）きか，その権威が神秘主義を押しのけていると言ったらよいか。これは見のがせない点である 。」

とされる問題提起に対するひとつの解答といえようか 。

　ともあれ，ヴォーンにとっ て， 神を愛することは，俗世と断絶することである。大部分の人問

は， 堕落し救われないが，Ｒｉｎｇを得た少数の者だけが救われるという 。神を信ずる者にとっ て，

俗人の必要とする恋愛も ，金も ，政治も ，性の喜びすらも要らない。後悔と神への賛美こそが ，

救いの手段であり ，他のものは，身の破滅となる。これは，まさに正統的キリスト教の教義であ

るが，それにしてもヴォーンの俗世への弾劾の感情は相当強烈なものといわねばならない 。

　ヴォーンにとっ て， 俗世よりもキリストを愛する者だけが，光の世界へと導かれてゆく 。名詩

ＴｈｅＷｏｒｌｄは，地上からの脱出と魂の天上への上昇，つまり ，昇天のイメージを示しているが ，

結局のところ，キリストヘの愛の賛美であり ，世俗の侮蔑であ ったといえよう 。彼の他の詩と同

様， この詩においても ，ヴォーンは，星の彼方の世界を見ていたと言えよう 。

注

１）倉長，ｐ．３１３

２）　中野，ｐ．１２６

（４６７）
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　山宮，ｐｐ．２５７
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　中野，ｐ
．２７２
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